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2009.01.29

積水化学工業（株）
ＣＳＲ部

積水化学工業株式会社概要（２００８年３月末)

１．設 立 １９４７年 ３月 ３日

２．資 本 金 １，０００億 ２００万円

３．従業員数 １８，９０７人 （連結ベース）

４．売 上 高 ９，５８６億円 （連結ベース）

５．営業利益 ４３０億円 （連結ベース）

その他
３％

住宅事業

５．営業利益 ４３０億円 （連結 ス）

６．事 業 住 宅 事 業

環境・ライフライン事業

高機能プラスチックス事業

化学品関連
ﾃｸﾉﾏﾃﾘｱﾙ関連・合わせガラス用中間膜

・接着剤 ・高機能樹脂 ・テープ ・工業用精密部品
・発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ・ﾌｨﾙﾑ
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅ ・ﾏｰｷﾝｸﾞﾌｨﾙﾑ
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９,２６２億円

４４％

２４％

２９％ 売上高(連結)

住宅事業

環境･ﾗｲﾌﾗｲﾝ事業

高機能ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ事業

木質系ﾕﾆｯﾄ住宅

「ﾂｰﾕｰﾎｰﾑ」管工機材関連 住宅資材関連

・パイプ ・ライニング鋼管
・バルブ ・マス ・合成木材

・建材 ・浴室ユニット

・真空採血管
・ﾃｰﾌﾟ医薬品
・診断薬

ﾒﾃﾞｨｶﾙ関連



＜積水化学グループのＣＳＲ（企業の社会的責任） ＞

「環境」「ＣＳ品質」「人材」の３つで“際立ち”、

企業理念の実現へ向け、事業を通じて社会に貢献する

ＣＳＲの取り組みの基盤をなす、コンプライアンス・リスクマネジメント・情報開示と対話を

積水化学グループのＣＳＲとは

従業員（当社の一員）として
ｽﾃ ｸﾎﾙﾀﾞ (社会の 員)とし

「モノづくりのはじまりは
お客様の声から」

お客様の声を聞きモノづくり
に活かす（お客様との対話）

環境創造型企業を目指し
環境トップランナープラン
を策定

３つの“誠実さ”と捉え、経営を磐石なものにする
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ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ(社会の一員)とし
て社会で際立つ人材の育成

適切かつ積極的な情報開示
と、これに基づく双方向の
コミュニケーション活動

未然防止の徹底と
発生後のリスク低減

法令・規則のみならず、
企業倫理や国際ルールな
どを遵守する

・あらゆるステークホルダーに対し、

積水化学の取り組みを多面的に報告し、理解して貰う

・すべての情報（マイナス情報も含め）をできるだけ定量的に開示する

情報開示の基本スタンス

お客様、取引先、株主・投資家、事業周辺の近隣在住者、

ＣＳＲ・環境関係の専門家・学識経験者、NPO/NGO、

教育機関・学生、従業員 など

ＣＳＲレポートの想定読者
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＜実際の配布先（用途）＞
・従業員 （ＣＳＲ取り組みの浸透）
・お客様、取引先 （取り組みの説明、信頼向上）
・株主、投資家 （取り組みの説明、信頼向上）
・ＣＳＲ／環境専門家（当社への評価）
・学生への配布 （就職活動）
・講演会、イベント、工場見学など



環境レポート

(1999 2004)

レポートの継続的な発行

「環境報告」から「ＣＳＲ報告へ」

2005年度～

ＣＳＲ報告(1999～2004)

報告内容：環境 報告内容： ＣＳＲ
（環境、ＣＳ品質、人材、等）

ＣＳＲ報告へ

ＣＳＲレポート
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アニュアルレポートとセットで

事業活動の情報を開示

発行時期：６月末（株主総会から配布）

発行部数：４万部（2008年版の場合）

積水化学グループ CSRレポートの特徴

・積水化学グループのCSRの考え方に基づいた章構成

・網羅的な情報開示（特に環境面）

専門家の評価にも答えうる情報の量と質

・読みやすさへの配慮

多量のデータでありながらページ数を抑える

・その年に特に注力した課題を特集ページに

「次世代と地球環境」（2008年のテーマ）

第三者審査による開示情報の信頼性確保
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・第三者審査による開示情報の信頼性確保

環境面に加え社会性データに対しても（2008年～）



作成体制（組織体制、外部依頼状況）

主管部署

制作会社
・編集担当者会

環境担当
ＣＳ品質

担当
安全担当

・本社部門

・編集担当者会

会合/メール
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人事担当 法務担当 総務担当 ＣＣ担当

事業所事業所事業所・各事業所/部署

情報（パフォーマンス/事例）の集約

・・・

開示情報の信頼性向上にむけて

・社外からの評価向上に
役立てる

・ＣＳＲ経営の進化に向け

第三者審査の効果

1)信頼性・客観性のあるデータの開示へ

定性的ではなく定量的な開示

開示情報の算定根拠の明確化

2)“社内”視点から“社会”の視点へ
社内の意識変革を促す

2) 社内 視点から 社会 の視点へ

3)すべての分野でＰＤＣＡを回すこと重要性認識

（特に社会性の分野に関しても今後は必須）
出せるものは出す
数値で出す

2008年度より第三者審査を社会性データにまで拡大
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～2004 2005 2006 2007 2008

環境レポート 環境・社会報告書 ＣＳＲレポート

環境取り組みへの意見

環境情報（パフォーマンス）の審査

環境、社会性
情報の審査



第三者審査受審項目

環境 環境パフォーマンスデータほぼ全て
（環境監査、環境業績評価、土壌汚染、ISO14001認証
取得事業所等を除く）

ＣＳ品質 お客様相談室入電・クレーム件数、CATミーティング、
モノづくり革新指標、CSリーダープログラム、
CS品質経営指標のテーマ例と達成度

人材 新卒離職率、公募制度利用者数、キャリア研修受講者数、
公募・選択型研修受講者数、従業員アンケート結果、
障害者雇用率、エリア別従業員数、
労働災害件数（工場、施工、海外）、通勤災害、疾病長
欠、安全衛生防災コスト（費用、投資）
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コンプライアンス 社内通報制度「SCAN」通報内容の内訳

リスクマネジメント

情報開示と対話

社会貢献・自然保護 寄付総額と内訳

・意見収集方法

Webによる意見投稿・メール ：すべての読者

（挟み込みアンケートは2006年で中止）

直接対話 ：専門家、評価機関

説明・意見交換会 ：（社内）従業員

ステークホルダー・読者からの反応・評価

第11回環境コミュニケーション大賞（環境省・財団法人地球・人間環境フォーラム）

環境報告書部門優秀賞 『ＣＳＲレポート２００７』

読者からの意見（特に一般の方から）は集めにくい（アンケート方式での限界）

意見集約を集めるための仕組み・取り組みが必要
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＜評価コメント 抜粋＞

・各活動内容の網羅性も高く、 きめ細かく充実した報告書になっている

・社会のニーズに応えた製品開発・提供によって社会に貢献しようとする姿勢が伝わってくる

・環境トップランナープランを策定し、当年実績を分析し、翌年目標を提示している

・過去の経年変化もわかりやすく、 データ編を活用し、豊富な情報を開示しつつページ数を

おさえ、読みやすい報告書をめざしている

・マイナス情報の開示にも取り組んでいる点も評価できる



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


